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目標に向かって困難を友達とともに乗
り越え、達成する喜びを味わう

保護者の皆さん
と一緒に子ども
たちの力を引き
出します。

し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
が
、

「
考
え
る
力
」、「
身
体
で
感
じ
る
力
」「
愛
す
る

力
」
を
備
え
た
豊
か
な
大
人
と
な
る
た
め
に

日
々
子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。

生
ま
れ
な
が
ら
に

も
っ
て
い
る「
潜
在
力
」

「
自
己
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
と
は
、
Ｒリ

ッ

ク
Ｉ
Ｃ
ホ

ー
プ
保
育
園
が
提
唱
し
て
い
る
独
自
の
概
念
で

す
。
人
が
自
ら
成
長
す
る
力
、
自
立
心
と
言
い

か
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
人
生
を
自
ら
切
り

開
く
の
に
不
可
欠
な
力
で
す
。

　

課
題
や
困
難
に
直
面
し
た
と
き
、
人
か
ら
指

示
さ
れ
る
の
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
自
分
の
理

念
や
価
値
観
に
基
づ
い
て
目
標
を
設
定
し
、
そ

れ
を
実
現
す
る
た
め
の
体
制
を
構
築
し
、
周
り

の
人
た
ち
と
と
も
に
協
力
し
合
っ
て
解
決
を
し

て
い
く
。
そ
の
行
動
を
支
え
る
資
質
を
、

Ｒリ

ッ

ク
Ｉ
Ｃ
ホ
ー
プ
保
育
園
で
は
「
自
己
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
」
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
「
自
己
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
を
育
む
た

め
に
必
要
な
の
は
、
全
て
の
人
が
生
ま
れ
な
が

ら
に
備
え
て
い
る
力
（
潜
在
力
）
で
す
。
私
た

ち
は
こ
の
潜
在
力
を
引
き
出
す
こ
と
を
大
切
に

Ｒリ

ッ

ク
Ｉ
Ｃ
ホ
ー
プ
保
育
園
の
特
徴
を
、
マ
ン
ガ
に
出
て
き
た
堀
川
保
育
士

が
レ
ク
チ
ャ
ー
し
て
い
き
ま
す
！

周りの大人や友達とのやり取りを通して、
意欲や好奇心を育む

世話をしてくれる人を信頼し、
自分は愛されていると感じる

課
題
や
困
難
を
受
け
入
れ

解
決
す
る
力

「
自
己
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」っ
て
な
あ
に
？

教えて！
堀川先生

　

潜
在
力
と
は
、
子
ど
も
た
ち
一
人

一
人
の
内
側
に
潜
ん
で
い
る
可
能
性

で
す
。
そ
れ
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
る

か
ど
う
か
は
、
人
や
物
、
自
然
な
ど

の
生
活
環
境
に
左
右
さ
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
の
保
育
の
特
徴
は
、
目
的

に
応
じ
た
エ
リ
ア
づ
く
り
、
理
念
を

理
解
し
、
実
践
で
き
る
ス
タ
ッ
フ
に

よ
り
、
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
の
潜

在
力
が
う
ま
く
引
き
出
さ
れ
る
よ
う

な
生
活
環
境
を
整
え
て
い
る
部
分
に

あ
り
ま
す
。
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各エリアは以下の観点に留意して、
保育者全員が意見を出し合い設定
しています。そのエリアをつくる
目的に、とことんこだわります！
1. 子どものどんな力、どんな行
動を引き出したいのか考える

2. 一人一人の発達に配慮する
3. 子どもの気持ちや意欲に応じ
た選択肢を用意する

4. エリアは柔軟に組み替える

遊
び
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
び
ま
す
。
保

育
者
は
、「
そ
こ
で
何
が
起
こ
る
の
か
」
を
予

想
し
て
環
境
を
し
つ
ら
え
、
子
ど
も
は
指
示
さ

れ
る
の
で
は
な
く
、
自
分
で
考
え
て
エ
リ
ア
を

選
ん
で
遊
び
ま
す
。
そ
し
て
子
ど
も
の
成
長
す

る
姿
を
発
見
し
、
見
守
り
ま
す
。
自
ら
考
え
て

行
動
す
る
（
自
己
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
）
土
壌
を

作
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

遊びのエリアは
こうして作られる！

ふれあいエリア

ごろごろエリア

ままごとなど、友達と言葉
のやりとりを楽しむごっこ
遊びのための場所。会話を
通じて友達との関係性が作
られていく。

集団で生活する中でも一時的
に一人になって疲れた心身を
休める場所。肌触りのいいも
のに囲まれて心がやすらぎ、
エネルギーをチャージできる。

生活のエリア
心地よく過ごすために、自分でできるこ
とはするように促すつくりになっている。
※貼ってあるマークを見て、乳児でも自分のロッ

カーの場所がわかる。

生
活
し
や
す
い
こ
と

　

子
ど
も
に
と
っ
て
生
活
し
や
す
い
の
は
動
線

が
わ
か
り
や
す
く
、
物
や
行
動
手
順
が
整
理
さ

れ
て
い
る
環
境
で
す
。
そ
の
よ
う
な
環
境
は
、

子
ど
も
た
ち
の
生
活
が
習
慣
化
し
、
安
心
感
を

育
む
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

目的エ
リアの例

　

私
た
ち
が
保
育
園
づ
く
り
で
大
切
に
し
て
い

る
の
は
、
遊
び
か
ら
学
ぶ
き
っ
か
け
が
た
く
さ

ん
あ
る
こ
と
と
、
生
活
し
や
す
い
こ
と
で
す
。

Ｒリ

ッ

ク
Ｉ
Ｃ
ホ
ー
プ
保
育
園
で
は
、「
そ
こ
に
い
る

人
」、「
そ
こ
に
あ
る
も
の
」、「
そ
こ
で
起
こ
る

で
き
ご
と
」
全
て
を
含
め
た
も
の
を
保
育
環
境

と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
チ
カ
ラ
を
十

分
使
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

遊
び
か
ら
学
ぶ
き
っ
か
け
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と

　

さ
ま
ざ
ま
な
遊
び
の
道
具
を
並
べ
た
り
、
遊

び
の
特
徴
ご
と
に
遊
ぶ
場
所
を
細
か
く
分
け
た

り
し
て
い
ま
す
。
上
の
図
を
見
て
く
だ
さ
い
。

保
育
室
が
い
く
つ
か
の
エ
リ
ア
に
区
切
ら
れ
て

い
ま
す
（
目
的
エ
リ
ア
） 

。
座
っ
た
り
寝
転
ん

だ
り
す
る
「
ご
ろ
ご
ろ
エ
リ
ア
」、
体
を
使
っ

て
遊
べ
る
「
体
を
動
か
す
エ
リ
ア
」、
友
達
と

の
交
流
を
促
す
「
ふ
れ
あ
い
エ
リ
ア
」
な
ど
、

大
き
く
６
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め

子
ど
も
た
ち
は
遊
び
に
没
頭
す
る
こ
と
が
で
き
、

環
境
設
定
っ
て
？

「
自
己
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」を
育
む

保
育
の
環
境
は
子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
「
土
壌
」
で
あ
り
、

保
育
理
念
を
実
現
す
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

教えて！
堀川先生

集中するエリア

知るエリア

パズルや積み木など、座
って遊ぶおもちゃが用意
されている。一人ででき
た達成感を味わい、気持
ちが満たされる。

絵本などが置かれていて、
一人、または気の合う仲間
と２～３人で、思い思いの
姿勢でゆったりと楽しみ、
学びを深める。

体を動かすエリア
ボールやトンネルなどが置かれて
いて、体を大きく使って遊べる場
所。遊びを通して体の使い方を知
る。バランス感覚も養われる。

子どもたちは、
自分で考えてエ
リアを選んで遊
んでいます。
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生活リズム：	眠くなる／おなかがすく
	 排せつのタイミング
動			き			方	：	身体の発達に応じてできること
	 動きのテンポ
興味、関心：	今までの体験、経験
性格や好み：	もって生まれた気質や癖
周	辺	環	境：	子どもを取り巻く周辺の環境

環境適応型 育児担当制保育

自
然
で
な
じ
み
や
す
い
も
の
に
な
り
ま
す
し
、

こ
れ
ら
の
ス
テ
ッ
プ
を
日
々
繰
り
返
し
て
、
子

ど
も
た
ち
の
成
長
す
る
力
を
ス
ム
ー
ズ
に
育
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

メ
ソ
ッ
ド
②
環
境
適
応
型 

育
児
担
当
制
保
育

家
庭
の
よ
う
な

愛
着
の
き
ず
な
が
育
つ

　

私
た
ち
の
保
育
園
で
は
、
二
～
三
人
の
子
ど

も
に
つ
き
担
当
の
保
育
者
一
人
が
お
世
話
を
し

ま
す
。
集
団
で
保
育
を
行
う
園
と
違
っ
て
、
家

庭
の
よ
う
に
安
心
し
て
過
ご
せ
ま
す
（
※
）。

　

園
や
大
人
の
都
合
で
時
間
や
場
所
や
段
取
り

に
子
ど
も
を
当
て
は
め
て
し
ま
う
の
で
は
な

く
、
で
き
る
だ
け
子
ど
も
の
リ
ズ
ム
や
意
思
、

意
欲
に
合
わ
せ
な
が
ら
個
々
に
合
っ
た
保
育
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。
一
人
ず
つ
異
な
る
①
生
活

リ
ズ
ム
、②
動
き
方
、③
興
味
、関
心
、④
性
格
や

好
み
、⑤
周
辺
環
境
を
ま
ず
把
握
す
る
こ
と
、そ

し
て
育
っ
て
い
く
に
つ
れ
て
変
わ
る
行
動
や
反

応
を
常
に
捉
え
、
育
ち
へ
の
気
づ
き
を
繰
り
返

す
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
信
頼
へ
と
つ
な
が

り
、
お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
以
外
の
人
へ
の
愛

着
の
き
ず
な
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

※保育所保育指針に基づき、担当の保育者が継続的に関わることで、より細やかな理解や対応ができるようになります。別の保育者が代行
する場合でも、担当保育者と互いに報告をし合って、情報が集約されるようにしています。

五
つ
の
観
点

一人一人の発達と
環境に適応する力を培う

一時預かりの
お子さんにも、
育児担当制保
育を行ってい
ます！

日々育まれる愛情と学びの体験で
豊かな人格を形成

 

メ
ソ
ッ
ド
①
コ
ン
セ
プ
ト・プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
保
育

季
節
の
移
ろ
い
と

と
も
に
成
長
す
る

　

日
本
の
美
し
い
四
季
の
特
徴（
コ
ン
セ
プ
ト
）

を
、
人
の
一
年
間
の
成
長
に
た
と
え
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
季
節
を
存
分
に
味
わ
う
こ
と
が
子
ど
も

の
成
長
を
促
し
て
い
く
、
そ
ん
な
保
育
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

春
は
芽
生
え
。
命
を
感
じ
、
ま
た
さ
ま
ざ
ま

な
知
識
や
技
能
を
身
に
つ
け
る
時
期
で
す
。

　

夏
は
灼し
ゃ
く

熱ね
つ

の
太
陽
。
厳
し
い
現
実
に
耐
え
る

中
で
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
困
難
を
超
え
る

こ
と
で
人
は
強
さ
を
養
い
ま
す
。

　

秋
は
収
穫
。
春
と
夏
を
越
え
て
実
っ
た
成
果

の
過
程
を
慈
し
み
、
人
そ
れ
ぞ
れ
が
違
う
こ
と

を
理
解
す
る
中
で
、
優
し
さ
が
培
わ
れ
ま
す
。

　

冬
は
休
養
。
秋
に
得
た
恵
み
に
感
謝
し
、
春

に
向
け
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
養
い
ま
す
。

　

四
季
の
あ
る
日
本
に
生
き
る
私
た
ち
に
と
っ

て
、
こ
の
四
段
階
で
計
画
さ
れ
て
い
る
保
育
は

第1ステップ／春	 学びに向かう力・人間性を築く
	 知識や技能を学ぶ
第2ステップ／夏	 行動し体験する
第3ステップ／秋	 成果を確認し、振り返る
第4ステップ／冬	 休む時期
	 次に向かう準備をする時期

オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ソ
ッ
ド

コンセプト・プロジェクト保育

四
つ
の
ス
テ
ッ
プ

自立に向かい、
自ら成長しながら進む力を培う

Ｒリ

ッ

ク
Ｉ
Ｃ
ホ
ー
プ
保
育
園
の

保
育
理
念
を
達
成
す
る

手
段
と
し
て
、
二
つ
の

独
自
の
方
法
を
考
え
、

実
行
し
て
い
ま
す
。

教えて！
堀川先生
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0歳0歳

1歳1歳

2歳2歳

3歳3歳

4歳4歳

5歳5歳０歳には０歳なりの、１歳には１歳なりの「命の大切さを知る」「強さ
を身につける」「優しさを養う」「感謝の気持ちをもつ」保育を行ってい
ます。年が改まるごとにまた新しい４つの段階を上がり、その積み重ね
で子どもは成長します。

各季節のコンセプトから、上の表のように12か月のコンセプトを設定し、
月間の保育計画を作成しています（詳細は、30～35ページを参照）。

●原因から結果へのプロセスを
慈しむ。

●一人一人プロセスが違うこと
を理解する優しさをもつ。

●成果をもたらした今までの生活
環境に感謝する。

●しっかり休み、新たな芽生えの
春に向けてエネルギーを蓄える。

優しさを養う

感謝の気持ちをもつ

４ 月　芽生え・生命との出会い 
５ 月　違いの探究 
６ 月　筋道を学ぶ

10 月　プロセスを観察
11 月　種と果実
12 月　願いを叶えて

７ 月　行動・活動で表現
８ 月　チャレンジ・チェンジ 
９ 月　乗り越えて進む強さ

１ 月　めぐる世界・今と昔
２ 月　思い出はきずな
３ 月　夢をつなげて

月ごとの
コンセプト

26

●本質に気づくために、学びを求め、
学習する。

●人に助けてもらいながら、さまざ
まなことを吸収する。

●思い通りにならない現実を受け
入れる。

●困難でも前進できる知恵を身に
つける。

命の大切さを知る

強さを身につける

春
SPR
ING

夏
SUM

MER

　

Ｒリ

ッ

ク
Ｉ
Ｃ
ホ
ー
プ
保
育
園

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ソ
ッ
ド

「
コ
ン
セ
プ
ト
・
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
保
育
」（
24
～
25

ペ
ー
ジ
参
照
）
の
春
・

夏
・
秋
・
冬
の
四
段
階
に

対
応
し
て
、
図
示
し
た
四

つ
の
こ
こ
ろ
、「
命
の
大

切
さ
を
知
る
」「
強
さ
を

身
に
つ
け
る
」「
優
し
さ

を
養
う
」「
感
謝
の
気
持

乳幼児期に始まり、生
涯にわたって身につけ
ていきたいものです。

ち
を
も
つ
」
を
大
切
に
し
な
が
ら
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

春
夏
秋
冬
の
日
々
を
重
ね
な
が
ら
、
人
格
を
形
づ
く
る

基
礎
と
し
て
こ
れ
ら
の
こ
こ
ろ
を
育
み
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
う
え
で
「
自
己
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」、
つ
ま

り
自
分
の
課
題
を
解
決
し
な
が
ら
進
み
、
友
達
の
前
進
も

助
け
ら
れ
る
力
を
養
っ
て
い
き
ま
す
。

四
つ
の
こ
こ
ろ

幼
児
期
に
育
み
た
い

こ
こ
に
掲
げ
た
四
つ
の
こ
こ
ろ
を
育
む
こ
と
を

保
育
方
針
と
し
て
掲
げ
、
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

教えて！
堀川先生

秋

冬

AUT
UMN

WIN
TER
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R
リック
ICホープ保育園に寄せられる

保護者様の声をご紹介します！

振り返り
Reflection

チャレンジ
Challenge

「先生〜、自分でお着
替えできたよ〜」って
大きな声。

お母さん、お父
さんが気になっ
ていることを意
識して写真に収
めるようにして
います。

担当以外の保育者も子ども
を見守っています。担当以
外の保育者から「いいね！」
が押されることもあります。

お昼休みの時間に読んでも
らえるように、送信時間に
も配慮しています。

小規模保育で入園前は不安もあ
りましたが、一人一人の個性に
合わせた保育をしてくれて、食
事のマナーやトイレトレーニン
グなど、園と相談しながらスム
ーズに進められました。

保育の中で読んでもらった絵本に興味をも
ち、「こんなにも楽しそうにするなんて」
とびっくりしたことがあります。今は小学
生になって、本を読むことが大好きです。
アットホームでゆったりした雰囲気の園で、
担当の先生でなくても気さくに、子どもの
様子を伝えてくれたりしたことがうれしか
ったです。

子どもをとにかくよく見てくれて、か
わいがってくれるところがよかったで
す。毎日のようにお散歩で外に連れて
行ってもらえて楽しそうです。Ｒ

リ ッ ク
ＩＣ

にしてよかったです。

ママ・パパ

VOICE

Yちゃん（２歳児）のママ

「おうちでもやって
みて、お母さんにも
見せてあげてね」と
約束しました。

先生がたが子どもの変化に親と
同じように気づいてくれるのが
うれしいです。また、Ｒ

リ ッ ク
ＩＣダ

イアリーは私の楽しみであり癒
やしです。仕事中に送られてき
て、力をもらえます。

先生が手間をいとわず寄り添ってく
れてありがたい。例えばロンパース
の肌着はNGの園が多いと聞きます
が、おむつに手を入れる癖があった
うちの子に先生が勧めてくれました。

長女が０歳から卒園（２歳）まで通ってい
て、次女のMも迷わず入園させました。
R
リック
ICでは年上の子が年下の子のお世話をす

るので、自然に年下の子にやさしくできる
子になります。長女は卒園後に通う幼稚園
の運動会で、緊張している友達の横につい
て、まるで先生の助手のようにフォローし
たり慰めたりしていました。先生からも頼
られているようです。

Rくん（2歳児）のパパ

Mちゃん（2歳児）のママ

Iくん（2歳児）のママ

Rちゃん（卒園児）のママより

Nちゃん（1歳児）のママ

な
っ
て
い
るReflection

（
振
り

返
り
）、 Im

pression

（
感
動
）、 

Challenge

（
挑
戦
）
の
瞬
間
で

あ
り
、
成
長
の
サ
イ
ク
ル
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
何
気
な
い
言
動
の
中

に
も
、
そ
の
子
ど
も
の
育
ち
や
可

能
性
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る

の
が
保
育
の
プ
ロ
で
す
。
Ｒリ

ッ

ク
Ｉ
Ｃ

ダ
イ
ア
リ
ー
を
通
し
て
そ
れ
を
伝

え
る
こ
と
で
、
子
ど
も
を
見
る
保

護
者
の
視
点
も
養
わ
れ
ま
す
。

「
ひ
と
り
で
着
替
え
ら
れ
た
！
」

「
友
達
に
お
も
ち
ゃ
を
貸
す
こ
と

が
で
き
た
！
」

　

保
育
者
は
子
ど
も
の
成
長
の
瞬

間
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
し
、
写

真
に
収
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を

家
庭
に
共
有
す
る
た
め
に
、

「
Ｒリ

ッ

ク
Ｉ
Ｃ
ダ
イ
ア
リ
ー
」
と
い
う

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ア
プ
リ
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

「
成
長
の
瞬
間
」
は
、
Ｒリ

ッ

ク
Ｉ
Ｃ
ホ

ー
プ
保
育
園
の
名
前
の
由
来
に
も

①保護者に日々の成長（振
り返り・感動・チャレ
ンジ）をご報告
②お子様の写真、行事の
写真などをいつでもダ
ウンロード
③行事の連絡や緊急時の
情報共有として活用

「R
リック
ICダイアリー」で
できること

感 動
Impression

※パスワードを入れれば、
離れて住む祖父母様も
見ることができます。

Rリ

ッ

ク

I
C
ダ
イ
ア
リ
ー

日
々
の
成
長
を
共
有
す
る

保
育
の
考
え
を
家
庭
と
共
有
し
、
と
も
に
推
進
し

て
い
く
た
め
に
連
絡
帳
に
加
え
独
自
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
使
っ
て
い
ま
す
。

教えて！
堀川先生

「うれしいなぁ、一人で
着替えられたとこ見て
てくれたの」と得意げな
○○ちゃん。

保育のプロならではの視点
で、子どもの成長や発達の
表れを捉え、記録します。

※写真はRちゃんと保育士



※年度末には、子どもたち一人一人の成長をこの保育目標に照らして保育者間で確認し合い、次の 1 年の成長をイメー
ジしています。
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れ
る
と
、
意
欲
が
生
ま
れ
ま
す
。

自
分
を
取
り
囲
む
人
が
、
自
分
を

応
援
し
て
く
れ
て
い
る
と
思
え
た

と
き
、
子
ど
も
た
ち
は
自
分
で
感

じ
て
気
づ
き
、
そ
し
て
行
動
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
考

え
ま
す
。

　
　
　
異
な
る
他
者
も
ま
と
め

ら
れ
、行
動
で
き
る
。

目標

3

　

目
標
１
と
目
標
２
が
達
成
で
き

れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
は
自
分
の
し

た
い
こ
と
や
夢
に
向
か
っ
て
行
動

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
行
動
し

始
め
る
と
誰
か
の
助
け
が
必
要
に

な
り
、
助
け
て
も
ら
う
た
め
に
自

分
の
し
た
い
こ
と
を
表
明
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
賛
同
を
得

な
が
ら
、
衝
突
や
行
き
違
い
を
越

え
て
進
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

年
齢
別
の
保
育
目
標

私
た
ち
の
保
育
理
念
を
実
現
す
る
た
め
に
、

三
つ
の
目
標
と
、
各
年
齢
に
お
け
る
目
標

（
内
容
と
ね
ら
い
）
を
定
め
ま
し
た
。

「
自
己
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」（
20

ペ
ー
ジ
参
照
）
を
育
む
た
め
に
、

年
齢
共
通
の
三
つ
の
保
育
目
標
を

掲
げ
て
い
ま
す
。

　
　
　
多
様
な
人
、物
、事
の
存

在
を
認
め
ら
れ
る
。

目標

１

　

　

保
育
園
の
中
で
は
い
ろ
い
ろ
な

出
来
事
が
起
こ
り
、
子
ど
も
に
と

っ
て
は
と
き
と
し
て
心
理
的
負
担

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
全
て
の
多

様
な
人
、
物
、
事
は
存
在
意
味
が

あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
受
け
入
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
は
、
保
育
者
と
子
ど
も
の
愛

情
に
基
づ
く
信
頼
関
係
が
不
可
欠

で
す
。

　
　
　
自
分
で
行
動
し
、結
果
も

引
き
受
け
ら
れ
る
。

目標

2

　

保
育
者
と
の
信
頼
関
係
が
養
わ

①
「
健
や
か
に
の
び
の
び
と
育
つ
」

（
身
体
的
発
達
）

　

快
適
な
人
間
関
係
、
環
境
の
中
で
の
び
の
び

と
体
を
動
か
し
、
そ
の
結
果
食
事
や
睡
眠
な

ど
生
活
に
リ
ズ
ム
感
が
生
ま
れ
る
。

②
「
身
近
な
人
と
気
持
ち
が
通
じ
合
う
」

（
社
会
的
発
達
）

　

担
当
保
育
者
が
丁
寧
に
語
り
か
け
、
そ
れ
に

子
ど
も
が
応
え
よ
う
と
す
る
こ
と
か
ら
信
頼

関
係
を
築
く
。

③
「
身
近
な
も
の
と
関
わ
り
感
性
が
育
つ
」

（
精
神
的
発
達
）

　

見
る
、
触
る
、
探
索
す
る
な
ど
、
興
味
や
好

奇
心
を
も
ち
、
表
情
や
手
足
体
の
動
き
で
表

現
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

年齢別の保育目標

0歳児
愛
着
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

存
在
を
認
め
ら
れ
る

０
歳
児
保
育
の
三
つ
の
ね
ら
い（
視
点
）

　

０
歳
児
の
「
自
己
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
」
は
、
他
者
（
保
育
者
）
の
存
在

を
認
識
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

初
め
て
保
育
園
で
過
ご
す
子
ど
も
は
、

慣
れ
な
い
環
境
に
不
安
を
感
じ
て
、
泣
い
て
過

ご
す
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
が
、
育
児
担
当
制

保
育
（
25
ペ
ー
ジ
参
照
）
を
通
じ
て
担
当
の
先

生
が
根
気
よ
く
離
乳
食
を
与
え
、
お
む
つ
を
交

換
し
、
就
寝
時
に
言
葉
を
か
け
て
い
く
と
、
ず

っ
と
そ
ば
に
い
て
自
分
の
こ
と
を
受
け
入
れ
て

く
れ
る
先
生
の
存
在
を
理
解
し
始
め
ま
す
。
や

厚生労働省「保育所保育指針」（平成30年改定）より

①年間目標と月のコンセプト&【テーマ】を見て、 ４月～ 3月までの発達をイメージし各月に考える
②発達内容が ４月～ 3月で到達するように、スムーズな目標とする
③ 0～ 5歳までの年間目標、発達の流れをイメージして考え、月間目標の流れを確認する

が
て
先
生
を
目
で
追
っ
た
り
、
い
な
く
な
る
と

き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
と
探
し
た
り
し
ま
す
。
先
生
か

ら
の
愛
情
を
感
じ
る
こ
と
で
、
や
が
て
信
頼
感

が
芽
生
え
ま
す
。
身
体
的
な
ケ
ア
を
通
し
て
保

育
者
と
の
愛
情
の
や
り
と
り
か
ら
信
頼
関
係
が

築
か
れ
ま
す
。

年間目標 愛着から様々な存在を認められる
コンセプト＆【テーマ】 0 歳児月間目標

4月 芽生え・生命との出会い
【春】

新しい環境の中で、保育者との愛着関係を築きなが
ら、本物に触れ、興味をもつ。

5月 違いの探究
【身体】

ふれあい遊びをする中で、体の一つ一つの部位に触
れ、保育者や自分の体に興味をもつ。

6月 筋道を学ぶ
【水】

水に触れ、安心して水遊びを楽しみ、水の流れに興
味をもつ。

7月 行動・活動で表現
【色と形】

保育者に見守られながら、自ら好きな玩具で一人遊
びを楽しむ。

8月 チャレンジ・チェンジ
【大きさ】

新しい遊びに興味をもちながら、自分でしたいこと
に積極的に取り組む。

9月 乗り越えて進む強さ
【受け入れ】

園での生活習慣に慣れ、自らできることに取り組み、
できたことに保育者とともに喜ぶ。

10月 プロセスを観察
【家】

戸外の建物や乗り物などに興味をもち、指さしをし
て伝えようとする。

11月 種と果実
【秋】

秋の自然に触れながら、集めたり、並べたりと、興
味をもち、感触を楽しむ。

12月 願いを叶えて
【クリスマス】

歌や音楽に触れることを楽しみクリスマスの集いに
参加する。

1月 めぐる世界・今と昔
【世界の遊び】

一人一人の興味、関心の様子を見ながら、いろいろ
な遊びに取り組む。

2月 思い出はきずな
【衣服】

少しずつ着脱に興味を示し、保育者や周りの友達に
手伝ってもらいながら、一緒に取り組もうとする。

3月 夢をつなげて
【成長】

新年度に向け、簡単な身のまわりのことを保育者と
一緒に取り組む。
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厚
生
労
働
省
が
告
示
し
、
保
育
の
基
本

的
な
考
え
方
や
ね
ら
い
、
保
育
内
容
と
運

営
に
関
す
る
こ
と
を
定
義
し
て
い
る
「
保

育
所
保
育
指
針
」
に
お
い
て
は
、
１
歳
児

以
上
の
保
育
に
つ
い
て
、
左
に
掲
げ
た
五

つ
の
領
域
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
育
む
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
各
領
域
が
互
い
に

影
響
し
合
い
、
高
め
ら
れ
て
い
く
も
の
と

さ
れ
、
私
た
ち
の
保
育
の
中
に
も
織
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

年齢別の保育目標

言葉

表現

健康

環境

人間関係
保育の
５つの領域

感じたことや考え
たことを自分なり
に表現して楽しむ

自分の気持ちを言葉で表
現する楽しさを味わう

身近な環境に
親しむ

身近な人と親
しみ、関わり
を深め、愛情
や信頼感をも
つ

体を十分に動かし、
安全に気をつける

厚生労働省「保育所保育指針」（平成30年改定）より

①年間目標と月のコンセプト＆テーマを見て、 ４月～ 3月までの発達をイメージし各月に考える
②発達内容が ４月～ 3月で到達するように、スムーズな目標とする
③ 0～ 5歳までの年間目標、発達の流れをイメージして考え、月間目標の流れを確認する

年間目標 欲求充足で遊びを楽しむ 好奇心を探究する
コンセプト＆【テーマ】 1 歳児月間目標 2歳児月間目標

4月 芽生え・生命との出会い
【春】

新しい環境に慣れ、保育者との愛着関係に気
づく中で、春の気候や本質の物に触れる。

新しい環境に慣れ友達や保育士と一緒に春な
らではの生き物・植物などの本物との出会い
を喜び触れ合う。

5月 違いの探究
【身体】

保育者に見守られながら、探究活動を楽しみ、
手遊びを通して、体の部位を知る。

保育者や友達と一緒に好きな遊びを十分に楽
しんだり体を十分に動かしたりすることを楽
しむ。

6月 筋道を学ぶ
【水】

保育者や友達と梅雨期ならではの遊びや、水
遊びを十分に楽しむ。

保育者や友達とともに梅雨期ならではの遊び
に興味をもち取り組む。

7月 行動・活動で表現
【色と形】

保育者と一緒にいろいろな玩具に触れる中で、
色分けしたり、積み上げたりすることを楽し
む。

友達と言葉のやり取りを楽しみながら一緒に
水遊びを楽しみ、いろいろな玩具を使い遊び
を広げる。

8月 チャレンジ・チェンジ
【大きさ】

水分補給をしっかりしながら、夏ならではの
新しい遊びに興味ををもち、十分に楽しむ。

水遊びを十分に楽しみ、新しい遊びを楽しん
で取り組む。

9月 乗り越えて進む強さ
【受け入れ】

園での生活習慣に慣れ、身の回りのことに興
味を持ち保育者と一緒に取り組む。

1 日の流れを再度みんなで確認し一緒に取り
組み、身のまわりのことが自分でできる喜び
と満足感を味わう。

10月 プロセスを観察
【家】

体を十分に動かして遊ぶことを楽しみ戸外に
出たときには、いろいろな物を見て興味をも
ち、伝えようとする。

友達と一緒に体を十分に動かす。戸外に出て
建物などにも興味をもつ。

11月 種と果実
【秋】

屋内外で友達と関わりながら秋の自然に触れ、
保育者に共感してもらいながら、十分に遊ぶ。

屋内外で友達と一緒に秋の植物・味覚に触れ
興味をもって遊ぶ。

12月 願いを叶えて
【クリスマス】

絵本などを介しての簡単な言葉のやりとりを通
し、クリスマスの集いを楽しむ。

友達や保育者と一緒にクリスマスの飾りをつ
けたりして、クリスマスの集いに参加できる
ことを楽しむ。

1月 めぐる世界・今と昔
【世界の遊び】

新しい遊びに興味をもち、保育者と言葉を交
わしながら、十分に楽しむ。

友達同士で一緒に遊ぶことを楽しみ簡単な
ルールが理解できる。

2月 思い出はきずな
【衣服】

保育者に見守られながら、自ら、着脱に取り
組む。

経験したことを自発的に行い自分のことがで
きるようになる。模倣遊びを友達と十分に楽
しむ。

3月 夢をつなげて
【成長】

新年度に向け簡単な身のまわりのことを自分
でできるようになる。 

新年度に向け身のまわりのことは意欲的に取
り組もうとする。

1歳児
欲
求
充
足
で

遊
び
を
楽
し
む

　

保
育
者
へ
の
信
頼
感
を
支
え
に
、

１
歳
児
は
保
育
者
に
欲
求
を
伝
え
る

よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
も
１
歳

児
が
「
自
己
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
を
発
揮
す
る

姿
で
す
。

「
泣
い
た
ら
先
生
が
気
づ
い
て
駆
け
寄
っ
て
く

れ
た
」

「
靴
下
を
履
く
こ
と
に
挑
戦
し
、
気
が
済
む
ま

で
や
っ
て
み
た
」

「
先
生
が
褒
め
て
く
れ
た
」
…
…

　

そ
ん
な
体
験
が
積
み
重
な
っ
て
、
子
ど
も
は
、

満
足
感
を
覚
え
、
そ
れ
が
自
己
肯
定
感
（
※
）

に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

欲
求
の
充
足
は
、
遊
び
の
中
で
「
声
・
音
・

言
葉
」
と
出
会
い
、
気
持
ち
を
表
す
こ
と
に
よ

っ
て
も
育
ま
れ
ま
す
。
例
え
ば
自
分
が
見
た
世

界
を
ご
っ
こ
遊
び
で
再
現
し
、
言
葉
や
体
を
動

か
す
こ
と
で
「
感
じ
た
り
考
え
て
い
る
こ
と
を

表
現
し
た
い
」
と
い
う
欲
求
が
満
た
さ
れ
て
、

心
地
よ
さ
を
感
じ
ま
す
。

2歳児
好
奇
心
を

探
究
す
る

欲
求
の
充
足
か
ら

自
我
が
芽
生
え
る

１
、
２
歳
児

※ありのままの自分を受け止め、 自己の否定的な側面も含めて、自分が自分であっても大丈夫という感覚。
（『特別支援教育大事典』／旬報社）

ま
す
。
そ
の
知
り
た
い
、
学
び
た
い
と
い
う
気

持
ち
を
保
育
者
が
大
切
に
す
る
と
、
子
ど
も
た

ち
は
遊
び
を
発
展
さ
せ
、
新
た
な
挑
戦
に
取
り

組
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
が
さ
ら
に
探
究

心
や
意
欲
を
育
て
て
、「
自
己
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
」
に
欠
か
せ
な
い
、
将
来
の
夢
を
見
つ
け
る

訓
練
に
な
り
ま
す
。

　

２
歳
児
は
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
や
ろ
う
と

す
る
意
欲
や
体
を
動
か
す
意
欲
が
増
す
と
と
も

に
、
言
葉
に
よ
る
伝
え
合
い
が
始
ま
る
時
期
で

す
。
そ
れ
は
子
ど
も
自
身
が
、
自
分
は
何
を
感

じ
、
何
を
求
め
て
い
る
の
か
と
い
う
気
づ
き
を

表
に
出
し
、
自
己
主
張
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

あ
か
し
だ
と
い
え
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
一
人
一

人
の
思
い
を
保
育
者
が
認
め
、
受
け
止
め
る
こ

と
で
、
子
ど
も
た
ち
は
さ
ら
に
人
と
関
わ
る
こ

と
を
楽
し
む
よ
う
に
な
り
、
成
長
し
ま
す
。

　

欲
求
が
充
足
す
る
心
地
よ
さ
を
知

っ
て
安
心
感
か
ら
余
裕
が
生
ま
れ
る

と
、
子
ど
も
に
探
究
す
る
心
が
育
ち

　

１
歳
児
と
２
歳
児
の
２
年
間
は
、
経
験
を
通

し
て
何
か
を
表
現
し
た
い
と
い
う
欲
求
を
引
き

出
す
こ
と
を
大
切
に
し
ま
す
。
や
が
て
そ
れ
が

言
葉
の
獲
得
や
、
新
し
い
こ
と
へ
挑
戦
す
る
意

欲
に
つ
な
が
っ
て
い
く
か
ら
で
す
。
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5歳児
友
達
と
協
力
し
て
や
り
遂
げ

達
成
感
を
味
わ
う

　

自
分
一
人
で
は
叶
え
ら
れ
そ
う
に

な
い
大
き
な
目
標
や
夢
も
、
仲
間
と

連
携
し
て
叶
え
よ
う
と
す
る
の
が
５

歳
児
で
す
。
た
と
え
ば
共
同
製
作
で
あ
れ
ば
、

ア
イ
デ
ア
を
出
す
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
て
指
示
を
出
す
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
図
鑑

で
調
べ
る
な
ど
、
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
や
っ

て
い
く
こ
と
で
自
然
と
大
き
な
こ
と
が
で
き
て

い
く
体
験
を
大
切
に
し
ま
す
。
困
難
に
遭
遇
し

な
が
ら
も
最
後
ま
で
や
り
切
り
、
達
成
感
を
感

じ
て
喜
び
合
う
体
験
か
ら
、「
自
己
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
」
が
培
わ
れ
ま
す
。

年齢別の保育目標

い
な
が
ら
何
か
を
創
り
出
す
こ
と
を
楽
し
む
よ

う
に
な
る
の
が
４
歳
児
。
う
ま
く
い
か
な
い
こ

と
が
あ
っ
て
も
友
達
と
一
緒
な
ら
再
挑
戦
す
る

意
欲
が
湧
い
て
、
一
緒
に
調
べ
た
り
、
話
し
合

っ
た
り
し
な
が
ら
工
夫
す
る
こ
と
で
さ
ら
に
意

欲
的
に
な
れ
ま
す
。

①年間目標と月のコンセプト＆テーマを見て、 ４月～ 3月までの発達をイメージし各月に考える
②発達内容が ４月～ 3月で到達するように、スムーズな目標をする
③ 0～ 5歳までの年間目標、発達の流れをイメージして考え、月間目標の流れを確認する

年間目標 生活習慣を軸に自信と信頼を深める 友達と遊びを工夫し、自発的に取り組む 自他との活動結果から達成感を味わう
コンセプト＆【テーマ】 3 歳児月間目標 4歳児月間目標 5歳児月間目標

4月 芽生え・生命との出会い
【春】

新しい環境に慣れ、保育者や友達に親しみ、春
の自然に触れ、本物に出会うことで、心地よさ
を味わう。

進級したことを喜んで登園し、春の自然に触れ
本物を知り、自分の好きな遊びを見つけ友達と
の触れ合いを楽しむ。

年長児になれた喜びを感じ、友達と一緒にいろいろな活動や
本物に興味をもって取り組む。

5月 違いの探究
【身体】

自分の思ったことや気持ちを表現したり、全身
を使った遊びの心地よさを味わう。

同じ場で遊び友達と全身を使って、一緒に遊び、
情緒の安定を図る。

戸外遊びで友達と一緒に全身を使って遊ぶ楽しさを味わい、
健康に関心をもつ。

6月 筋道を学ぶ
【水】

梅雨を通して水・砂・土・泥などの感触や心地
よさを味わい思い切り遊ぶ。

雨の日の過ごし方や遊び方を知り、水遊びを通
して水の気持ち良さを感じ、開放感を味わう。

友達とアイデアを出し合いながら製作に取り組み、仲間意識
が生まれる。

7月 行動・活動で表現
【色と形】

友達と一緒に水遊びを通して色々な形や色があ
ることを知る。

いろいろな素材の性質に気づき、それらを使っ
て自由な表現で製作を楽しむ。 自分の思いやイメージをさまざまな方法や活動で表現する。

8月 チャレンジ・チェンジ
【大きさ】

遊びの準備や後片付けの仕方が分かり、自分で
しようとする。

夏ならではの活動を十分に楽しみ、自分の体調
変化にも意識を向ける。

夏の遊びを全身で楽しみ、自分なりの目当てを達成する喜び
やあきらめずにやり遂げることの大切さを学ぶ。

9月 乗り越えて進む強さ
【受け入れ】

友達や周囲の事に関心をもち、気の合う友達と
楽しむようになる。

思い欲求を相手に伝えたり、相手の思いを知る
ことで、お互いに寄り添った関わりがもてるよ
うにする。

自ら行ったことに関しての責任を感じられるようになる。

10月 プロセスを観察
【家】

友達と一緒に体を十分に動かして遊んだり、建
物等に興味関心をもつ。

みんなで行う活動に喜んで参加し、友達同士で
想像のイメージを共有し、つながりを広げる。

友達と目的を共有しながら、一緒に遊びや生活をすすめる楽
しさや力を合わせることの大切さを知る。

11月 種と果実
【秋】

友達と関わりながら、秋の実りや自然に触れ、
変化を発見する面白さや美しさなどを感じなが
ら遊ぶ。

秋の自然に触れて、自発的に興味関心の対象に
ついて調べたり、遊びを広げていく。

身近な秋の自然に触れながら、自然の仕組みにも興味をも
ち、好奇心や探究心を深める。

12月 願いを叶えて
【クリスマス】

クリスマスの集いに向け、自分の思いを自分な
りの方法で伝える。

みんなで楽しくクリスマスの集いに参加し、充
実感と達成感を味わう。

クリスマスの集いという共通の目的をもって、友達とイメー
ジしを共有したうえで、考えたり、工夫したりしながら取り
組む。

1月 めぐる世界・今と昔
【世界の遊び】

正月の遊びや行事を友達や保育者と簡単なルー
ルある遊び等を楽しむ。

正月遊び等を通し、友達と一緒に伝統文化に親
しみ、ルールを守って遊ぶ。

正月遊びを通し、友達と協力し遊びを進め、つくり出す楽し
さを味わう。

2月 思い出はきずな
【衣服】

興味のあることや経験したことなどを保育者や
友達と一緒に表現して楽しむ。

友達と協力したり、認め合ったりしながら、一
つのものをつくり上げる楽しさに気付く。

生活に必要な態度や習慣を身につけ、見通しをもち、意欲的
に活動を進めていく。

3月 夢をつなげて
【成長】

友達に自分の気持ちを伝えたり、友達の気持ち
に気付こうとする。

年長児になるという喜びと期待を持ち、友達同
士の繋がりを求め活動を楽しむ。

友達と一緒に生活や遊びを進めていく充実感や達成感を味
わい、充実感から継続することを学ぶ。

3歳児4歳児
生
活
習
慣
を
軸
に

自
信
と
信
頼
を
深
め
る

友
達
と
の
遊
び
を
工
夫
し

自
発
的
に
取
り
組
む

　

自
信
と
信
頼
を
も
と
に
、
仲
間
と

貢
献
し
合
う
と
い
う
「
自
己
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
」
に
欠
か
せ
な
い
態
度
を

　

４
歳
児
は
、「
何
事
も
他
人
ご
と

で
は
な
く
『
自
分
ご
と
』
と
し
て
主

体
的
に
取
り
組
む
姿
が
協
力
者
を
生

身
に
つ
け
る
の
が
３
歳
児
で
す
。
気
の
合
う
仲

間
と
一
緒
に
活
動
す
る
中
で
、
と
も
に
気
持
ち

よ
く
遊
ぶ
た
め
に
は
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
こ
と
に
も
気
づ
き
ま
す
。
ル
ー
ル
や

き
ま
り
が
わ
か
れ
ば
、
生
活
習
慣
も
身
に
つ
い

て
き
ま
す
。
仲
間
と
関
わ
る
中
で
思
い
や
り
の

気
持
ち
を
育
み
、
自
分
へ
の
自
信
も
深
め
て
い

け
る
よ
う
に
し
ま
す
。

む
」
と
い
う
、「
自
己
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
の

基
本
が
身
に
つ
く
年
齢
で
す
。
友
達
と
教
え
合

　

３
歳
児
～
５
歳
児
の
三
年
間
は
、
友
達
と
関

わ
る
中
で
成
長
す
る
時
期
で
す
。
共
通
の
目
的

を
実
現
し
よ
う
と
す
る
体
験
を
大
切
に
し
ま
す
。

　

ま
た
、
自
分
で
考
え
、
見
通
し
を
も
っ
て
行

動
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
も
こ
の

時
期
の
特
徴
で
す
。「
自
己
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
」
が
発
揮
さ
れ
る
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
が

遊
び
や
生
活
に
対
し
て
能
動
的
に
関
わ
る
機
会

を
作
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

行
動
し
、
体
験
し
て

社
会
性
を
身
に
つ
け
る

３
～
５
歳
児
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子
ど
も
た
ち
に
は
そ
れ
ぞ
れ
生
ま
れ
た
と
き
か
ら

も
っ
て
い
る
秘
め
た
力
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、

そ
の
力
を
最
大
限
引
き
出
す
た
め
の
保
育
を
求
め
て

大
学
と
協
同
研
究
を
行
い
、
実
践
し
て
い
ま
す
。

パ
ワ
フ
ル
ケ
ア
が
考
え
る

「
潜
在
力
」

　

人
は
、
自
分
で
も
わ
か
ら
な
い
内
側
に
潜
ん

で
い
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
て
、
あ
る
と
き
、

そ
の
可
能
性
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

体
験
が
情
報
と
し
て
蓄
積
さ
れ
て
、
意
識
せ

ず
と
も
ふ
と
し
た
と
き
に
で
て
く
る
力
、
そ
れ

を
「
潜
在
力
」
と
呼
ん
で
い
る
の
で
す
。

潜
在
力
が
埋
も
れ
て
い
く
と
き

　

大
き
く
な
る
と
潜
在
力
は
使
わ
れ
に
く
く
な

っ
て
い
く
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
な
ぜ
で

し
ょ
う
か
。

　

小
学
校
で
子
ど
も
ど
う
し
が
け
ん
か
を
し
た

と
き
、
先
生
が
中
に
入
っ
て
「
け
ん
か
は
よ
く

な
い
か
ら
や
め
な
さ
い
」
と
教
え
ま
す
。
そ
う

し
て
学
習
し
て
い
く
の
で
す
が
、
も
し
、
先
生

が
い
な
か
っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。
け
ん
か
を

潜
在
力
と
は

　

い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
子
ど
も
た
ち
の
潜
在
力

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

お
母
さ
ん
の
笑
顔
を
見
て
初
め
て
笑
っ
た
と

き
や
、
つ
か
ま
り
立
ち
し
て
い
る
子
ど
も
が
、

自
ら
手
を
放
し
て
一
歩
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い

る
と
き
、
怖
い
と
感
じ
て
泣
い
た
り
、
物
陰
に

隠
れ
よ
う
と
し
た
と
き
、
同
じ
よ
う
な
年
齢
の

子
を
見
て
、
近
づ
い
て
話
し
か
け
よ
う
と
し
た

と
き
、
な
ど
で
す
。

　

子
ど
も
が
、
教
え
ら
れ
て
い
な
く
て
も
何
か

を
感
じ
て
行
動
を
起
こ
し
た
と
き
に
潜
在
力
が

は
た
ら
い
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な

場
面
は
大
き
く
な
る
に
つ
れ
少
な
く
な
っ
て
き

ま
す
が
、
小
学
生
に
な
っ
て
か
ら
で
も
教
え
て

い
な
い
こ
と
を
当
た
り
前
に
行
う
姿
を
見
つ
け

る
と
、
潜
在
力
は
あ
る
の
だ
と
確
信
し
ま
す
。

も
っ
て
生
ま
れ
た
も
の

　

子
ど
も
は
生
ま
れ
た
瞬
間
か
ら
呼
吸
を
始
め
、

「
お
ぎ
ゃ
あ
」
と
泣
き
ま
す
。

　

誰
に
教
わ
っ
た
も
の
で
も
な
く
、
自
ら
も
っ

て
い
る
「
何
か
」
に
よ
っ
て
存
在
を
主
張
し
て

い
ま
す
。
お
母
さ
ん
の
お
っ
ぱ
い
を
吸
い
出
し

た
り
、
お
風
呂
で
お
湯
が
か
か
る
と
息
を
止
め

た
り
す
る
の
も
自
分
が
も
っ
て
い
る
「
何
か
」

が
は
た
ら
い
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

一
般
的
に
は
、
そ
の
「
何
か
」
を
本
能
と
も

呼
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
は
そ
の

「
何
か
」
を
大
人
に
な
っ
て
も
影
響
さ
れ
る
も

の
と
し
て
「
潜
在
力
」
と
名
づ
け
ま
し
た
。

　

そ
の
潜
在
力
は
、
命
の
中
に
あ
る
の
か
、
無

意
識
領
域
に
存
在
す
る
の
か
、
D
N
A
に
記
さ

れ
て
い
る
の
か
、
誰
に
も
説
明
で
き
ま
せ
ん
が

存
在
は
し
て
い
ま
す
。

し
て
痛
か
っ
た
と
き
、
相
手
が
泣
き
出
し
た
と

き
な
ど
に
、
自
分
が
痛
く
て
泣
い
た
体
験
か
ら

こ
れ
は
よ
く
な
い
こ
と
だ
と
自
ら
気
づ
き
ま
す
。

そ
の
と
き
の
気
づ
き
が
、
自
分
で
見
つ
け
出
し

た
力
で
あ
り
、
潜
在
力
だ
と
考
え
ま
す
。

　

場
面
に
応
じ
て
、
誰
に
教
わ
ら
な
く
と
も
、

最
適
な
行
動
を
見
つ
け
る
力
が
あ
る
の
で
す
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保
育
や
教
育
の
現
場
で
は

往
々
に
し
て
、
自
分
で
見
つ
け
出
す
前
に
先
生

が
教
え
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
そ
う
す
る
こ
と

で
、
体
験
を
す
る
前
に
知
識
が
先
に
積
み
上
が

っ
て
潜
在
力
を
発
揮
す
る
場
面
が
な
く
な
り
、

自
分
で
決
め
て
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人

に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

教
育
は
、
成
長
を
促
す
た
め
に
あ
る
の
で
す

が
、
知
識
を
詰
め
込
み
す
ぎ
る
と
潜
在
力
が
伏

せ
ら
れ
て
い
き
、
初
め
て
遭
遇
す
る
場
面
な
ど

に
お
い
て
、
知
識
だ
け
に
頼
り
最
適
な
行
動
が

見
つ
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

潜
在
力
を
も
ち
続
け
る
保
育

　

私
た
ち
は
、
子
ど
も
が
も
っ
て
い
る
潜
在
力

を
保
ち
発
揮
し
な
が
ら
成
長
で
き
る
よ
う
に
、

画
一
的
な
保
育
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

お
昼
の
時
間
だ
か
ら
「
ご
飯
に
し
よ
う
ね
」

で
は
な
く
、
子
ど
も
が
お
な
か
が
す
い
た
と
感

じ
た
り
、
保
育
士
の
エ
プ
ロ
ン
姿
を
見
て
「
お

昼
ご
飯
だ
」
と
気
づ
い
た
り
、
子
ど
も
自
身
の

意
識
か
ら
お
昼
ご
飯
に
向
け
て
行
動
で
き
る
潜

在
力
を
引
き
出
し
ま
す
。

　

潜
在
力
を
発
揮
で
き
る
場
面
を
大
切
に
し
、

子
ど
も
が
自
分
の
意
志
と
し
て
行
動
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
で
、
自
己
の
存
在
を
肯
定
し
表

現
し
確
信
し
な
が
ら
、
自
分
自
身
で
成
長
で
き

る
人
に
な
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
潜
在
力
を
引
き
出
す
た
め
に
、

私
た
ち
は
Rリ
ッ

ク
I
C
サ
イ
ク
ル
を
使
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
子
ど
も
が
潜
在
力
を
発
揮
し
た
瞬
間

を
保
育
士
が
見
つ
け
、
そ
の
と
き
に
至
る
ま
で

の
プ
ロ
セ
ス
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
そ
の
子
が

潜
在
力
を
使
え
た
こ
と
に
一
緒
に
感
動
し
、
そ

の
子
が
次
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
環
境
を
準
備

し
て
い
く
、
と
い
う
循
環
で
す
。

　

Rリ
ッ

ク
I
C
サ
イ
ク
ル
と
は
、
子
ど
も
自
身
が
潜

在
力
を
発
揮
し
成
長
し
て
い
く
方
法
で
す
。

　
子
ど
も
の
内
側
か
ら
湧
き
上
が
る
興
味
や
好
奇
心
に
基
づ
き
、

ど
う
し
て
い
た
い
か
と
か
や
り
た
い
こ
と
に
向
け
て
、
自
分
で

新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
た
り
世
界
を
広
げ
る
よ
う
な
成
長
の
サ

イ
ク
ル
。

　
そ
の
過
程
で
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
受
け
入
れ
、
自
分
で
で

き
る
よ
う
に
向
け
て
の
行
動
が
生
ま
れ
る
。

友
達
や
さ
ま
ざ
ま
な
人
・
も
の
に
触
れ
、
自
然
に
触
れ
た
り
し

て
つ
な
が
り
を
感
じ
る
こ
と
で
、
自
分
の
興
味
・
関
心
や
ど
う

あ
り
た
い
か
、
周
り
と
の
関
わ
り
を
見
つ
け
、 

自
信
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
も
得
る
。

　
自
分
の
源
泉
か
ら
湧
き
上
が
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン

に
基
づ
き
、
あ
り
た
い
姿
や
実
現
し
た
い
社
会

に
向
け
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
行
う
変
容
プ
ロ
セ
ス
。

　
そ
の
過
程
で
、
自
己
課
題
を
受
容
し
、
課
題

解
消
に
向
け
て
の
行
動
が
生
じ
る
。

　
自
分
が
生
命
や
自
然
の
一
部
で
あ
る
と
い
う

つ
な
が
り
を
感
じ
る
こ
と
で
、
自
分
の
ミ
ッ
シ

ョ
ン
や
あ
り
方
、
社
会
と
の
関
わ
り
を
発
見
し
、

自
信
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
得
る
。

※RICサイクルは「省察·感動·チャレンジの自己変容プロセス ―源泉への注目から―」と題し、
京都大学医学研究科との産学連携の共同研究結果として2019年に人材育成学会で発表されました。

Rリ

ッ

ク

I
C
サ
イ
ク
ル
の
定
義

子
ど
も
版
Rリ

ッ

ク
I
C
サ
イ
ク
ル
の
定
義



実践

保育理念
『自ら成長し、自立して貢献できる子』の育成
1.命の大切さを知る
2.強さを身につける
3.優しさを養う
4.感謝の気持ちをもつ

［①コンセプト・プロジェクト保育］

［②育児担当制保育］

４つの
保育方針

３つの
保育目標

環境設定とオリジナルメソッド

1.多様な人・物・事の存在を
認められる

2.自分で行動し、結果も引き
受けられる

3.異なる他者もまとめられ行
動できる

一人一人の子どもの
成長に合わせた保育

〇〇ちゃん
〇〇くん
〇〇ちゃん

春 夏 秋 冬

ふれあいエリア

ゴロゴロエリア

体を動かすエリア 〇〇〇エリア
〇〇〇エリア
〇〇〇エリア
〇〇〇エリア
〇〇〇エリア
〇〇〇エリア
〇〇〇エリア
〇〇〇エリア
〇〇〇エリア

［ 環 境 設 定 ］ 目的エリア

年間保育計画
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こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
Ｒリ

ッ

ク
Ｉ
Ｃ
ホ
ー
プ
保
育
園
の
保
育
の
考
え
を
ま
と
め
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
こ
の
よ
う
に
関
わ
り
、
私
た
ち
の
保
育
を
形
づ
く
っ
て

い
ま
す
。

パ
ワ
フ
ル
ケ
ア
が
考
え
る

保
育
理
念

子
ど
も
た
ち
が
大
き
く
な
っ
て
一
人
の
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
と
き
、
ど
ん
な
困
難

に
出
会
っ
て
も
、
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
危
機
が
迫
っ
て
も
、
自
分
の
潜
在
力
を
信
じ

自
分
の
力
で
難
関
を
乗
り
越
え
て
自
他
を
助
け
、
希
望
を
も
っ
て
成
長
し
て
い
く
人
に

な
っ
て
ほ
し
い
。
そ
ん
な
願
い
を
込
め
て
私
た
ち
の
保
育
園
は
「
Rリ

ッ

ク
I
C
ホ
ー
プ
」
と

名
づ
け
て
い
ま
す
。

R
リック
ICダイアリー

R
リック
IC
サイクル

愛情

自己リーダーシップ

潜在力



ＲＩＣホープ水無瀬保育園
〒618−0011　大阪府三島郡島本町広瀬 3 丁目10－2４水無瀬神宮内
TEL. 075−963−6771／FAX 075−963−6772

ＲＩＣホープ御影
〒658−0054   兵庫県神戸市東灘区御影中町4丁目1−31
TEL. 078−262−1860／FAX 078−262−1861

ＲＩＣホープ島本保育園
〒618−0013   大阪府三島郡島本町江川 1 丁目15−17
TEL. 075−963−2600／FAX 075−963−2601

株式会社 パワフルケア
〒569−0803 大阪府高槻市高槻町 5 番23号 ファイブビル 5 F
TEL. 072−681−7４65／FAX. 072−681−2４４3

ＲＩＣホープ高槻保育園
〒569−0071　大阪府高槻市城北町 1 丁目 5 −30
TEL. 072−676−7055／FAX 072−676−7056

ＲＩＣホープ西成保育園
〒557−0052　大阪府大阪市西成区潮路 2 丁目 1 −32
TEL. 06−6655−４006／FAX 06−6655−４007

ＲＩＣホープ美原保育園
〒587−005４　大阪府堺市美原区南余部西 1 丁目 1 − 2
TEL. 072−370−71４7／FAX 072−370−71４8

施設一覧

お問い合わせ
（営業時間9：00〜 18：00土日祝休み）

℡.072−681−7465


